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花はあわただしく散って

真光寺川を清流にする会
世話人  山 口 拓 郎

軽急あ早ど舎L炉尉捉
」憑 弘

記念式典が開催 される。

:3を ,最 釜暴糟暑景誉豊醤畳夢ン姦料桑

常、余 りにも早いお別れだつた。

苫書塞 L:阜 ξ腎宮苫官蛋密を号験長脅

遺影が新たな悲 しみを誘 う。

量呂き穐も、督望峯暴露テ橿名曾毎源作難し
いお知 らせ」 をメールで送 る。

寵裁ン鞠戴蠣こな

?百譜?製8撃審あ需患盤基PK。井上さ
んのお孫 さんが奏でるバ ッハのヴィオ リン

密常尋登峯象僧富脅告書を,据 宮脅各種最
さんの案内で裏の高台にある学舎の共同墓

蟹隆啓者島祐望思禁黒稽絵党卒ふ雇P昌 品

3月 19日 (月)HATSの つ どい展示替。
早朝、フォーラムヘ。前 日、移動収納 した

展示品の模様替え。横田、桜井、山内さん

を省唇魯岳給済鰭紀唇害蕃軍命名夕れれ算
も達の発表がよかつた」と評価 して頂いた
のが うれ しかつた。中座 して展示物の片付
け作業。大山、出内、山田さんが応援 して

下さる。

3月 20日 (火)版 画美術館へ展示。
山本さんの車で版画美術館へ。瀬川 さんも
来て下さる。会場が広いので展示物が見栄
えがする。昼までかかる。和光鶴小の松井
先生、夕方遅 く残 りの 「真光寺川鳥獣戯画」
と 「いろは歌留多」を展示 して下さる。

3月 21日 (水)「HATSの 懇談会」。
午後から版画美術館へ。朝方、松尾、山本
さんがずれた写真を手直 しをして下さる。
壁面 2面 を使つて堂々たる展示 となつた。
18時 から森野庁舎で行われたの懇談会ヘ

出席する。 これでようや く 「HATSの つ

どい」が終わる。実行委員会、企画委員会
展示 と発表の準備 と殺人的スケジュウルに
忙殺 される日々だつた。それなりの成果が

得 られたと充足感を味あうことができた。
協力 して頂いた方々へ感謝 したい。

{4月 }
4月 1日 (日)「緑にHATS」 で トーク。
総会後、地域活動について トークしてほ
しいと依頼があつた。 r)||と子 ども達の交
流」を中心に 2時 間ほどお話 しする。

4月 5日 (木)「里親通信-4月 号」発行。
黒田さんが編集 して下さつた した原稿を出
本、二田さんと支所で印刷。段取 りがよく
なり1時 間で終わ り関係先へ配布する。
18時 から 「魚民」で一木会、開催。

4月 8日 (日)清 掃作業
快晴Q清 掃作業 日和だ。権現橋の上流に
大きな青大将がとぐろを巻いていた。
前月も作業が出来なかつたので大量のゴミ
を拾得する。終了後いちょう会館で反省会。

さんはここに収まることを心から希望 して
いたそ うだ。安 らかな眠 りを祈つた。

3月 15日 (本)水 質検査サンプル採集。
7時 に出発、快晴、冷たい風が頬に快い。
平成橋周辺の涌水の豊かだつた日圃の辺 り
「建売 り住宅」の職がはためいていた。

3月 16日 (金)「HATSの つどい」展示c
午後フォーラムで設営、展示作業にかかる。

電案誓んと名受麗娠尻憲奔累昼を杏坦:?
9時 に見える。終業式後の懇親会を中座 し
て駆け付けられたそ うだ。子 ども達の鳥獣
威画風の見事な絵を持参、感激する。

3月 18日 (日)「HATSの つどい」発表c
いよいよ発表当日となる。昼前にフォーテ
ムヘ。用意万端整 えたつもりだつたがアン

ケー ト用紙の印nll等に忙殺 される。
13時 開始 :水位の記録 (松尾)水 質の記
録 (松前)鳥 (山本)魚 (山岡)と 進む。
15時 か ら子 ども達の発表 となる。参観の

父兄で一杯になる。子ども達はグループ毎
にそれぞれのテーマに基づいて発表 してい
った。先ず感心 したのは発表の技術が優れ
ていたことだつた。視聴覚室は設備が整つ
ている。パワーポイン ト、ビディオ等を自
在に駆使 して進めていつた。内容 も優れて
いた。テーマをしつか り捉え仮説を建て深
く掘 り下げていた。そ してインターネ ッ ト
をフルに活用 していた。
あっと言 う間に 17時 になり、聴衆から熱
い拍手が寄せ られた。角家先生、戸村 さん
が終始熱心に聴いて下さつた。ねぎらいの
お言葉を頂き疲れが吹っ飛ぶ。
19時 か ら展示物を 3Fか ら4Fへ 移動す
る。北、大山、横田さんが残つて作業を手
伝つて下さる。遅 く肉体的には疲労の極に
達 したが、充実 した気分で帰路につく。
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